
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アンケート国収率 83％ 72％ 82％
出席状況 43（姐） 43（脇） 43（脇）
予青への取り組み 32（㎎） ao（㎎） 32（32）
理解への努力 41（42）39（銘） 41（4．3）
授業態度













時閥配分 ω（4①） 42ω） 4．5（姐）
話し方 45（41）43（42）45（43）
補助報（プリント等） 44（ω） 45（妨） 46（姐）
胆当教員旗目の平均値 43（↓1） ↓4（胡） 45（粥）
〔資料2〕記事トピックとその出典一覧（2001年度前期、2000年度）
　　　　　°（）内は教材配布日
2001年度前期
①「えひめ丸ワドル艦長、CNNインタビュー番組に生出演」（5月11日）。
　　　Wm．　Penn，“Televiews：Waddle　Saves　Face　on‘Larry　King　Live’．”71he
　　　Daily｝Yomiuri，　May　3，2001．／　“CNN　Larry　King　Live：S◎ott　Waddle
　　　Tells　His　Side　of　the　Story．”Aired　April　26，2001．〔Transcriptsインター
　　　ネットによる入手〕
②「20周忌を迎えるレゲエ歌手ボブ・マーレーの生涯」（5月18日）。Paul
　　　Murrau，“lt’　s　Been　a　Long　Long　Time．．．－Friday　Madks　the　20tli　Anniversay
　　　of　Bob　Marley’5Deatb．”7伽Daily　Yomiuri，　May　10，2001．
③「ユニクロ社長柳井氏、高額納税者番付に登場」（5月24日）。“Uniqlo
　　　Boss　Yanai　Joins　Ranks　of　Richest　Japanese．”77te　Daily　Yomiuri，　May　17，
　　　2001．／“恥ey　D膿Not　Be嚥rent．”　Newsweeh　November　13，2㎜．
④「出会い系サイトの危険」（6月1日）。“Virtual　Encounters　Have　Dark
　　　Side．”　〔Editoria1〕71te　Daily　Yomiuri，　May　18，2001．
⑤「トルシエ監督、決勝戦欠場の中田選手を痛烈批判」（6月15日）
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　　　Jeremy　Walker，“Troussier：‘Nakata　Has　Let　the　Nation　Down’　．”The
　　Daily】lomiuri，　June　l　2，2001．
⑥「田中真紀子新外務大臣フィーバーの分析」（6月22日）Keiko・Watanabe，
　　　“Tanaka　Stirs　Controversy　as　Doting　Public　LookS　On．”77te　Daily　Yomiuri，
　　June　9，2001．
⑦「中田選手、ASローマ移籍後の苦悩」（4月24日）。　Jeremy　Walker，
　　　“Gaucci　‘Worried’　for　Nalcata．”77te　Daily　Yomiuri，　March　31，2㎜．
⑧「映画fアメリカン・ビューティー』評」（5月1日）。lsabel　Raynolds，
　　　“　‘American　Beauty’Has　lntemational　Appeal．”The　Daily】Yomi’uri，，　Apri1　27，
　　2000．
⑨「ゴb・ルデンウィーク只中、17歳の凶行」（5月8日）。“Cops：Bus
　　Hijacking　Premeditated．”77te　Daily　Yomiurk　May　7，2㎜．／　“17－year－
　　old　Suspect　Said　Strong－wi皿ed　and　Clever．”　71he　Daily　Yomiuri，　May　7，2000．
⑩「乙武洋匡氏のメッセLジ」（5月15日）。lsabel　Raynolds，“Best－selling
　　Au血or㎞at　Wider　Au伽㏄．”17te　Daily　Yomiuri，　March　18，2㎜．
⑪「ビル・ゲーッ氏インタビュー、コンピューター社会への信頼」（5月22
　　　日）。“Bi11　Gates　Inte㎡』ce：Is　Rapid　Social　Change　a　Problem？”　the　Daily
　　　Yomiuri，　June　22，1999．／　“Bill　Gates　interface：WM　Technology　Ever
　　Slow　Down？”　7　he　Daily　Yomiuri，　August　3　1，1999．
⑫「総選挙直前、各党首のメッセージ」（6月6日）。“Party　Leaders　State
　　Key　lssues　of　Campaign．”The　Daily　Yomiuri，，　June　3，2㎜．／　　“Mori
　　Dissolves　Lower　House　一　Election　Campaign　Set　to　Start　on　June　l　3　for　Jume
　　es　Vote．”1the　Daily　Yomiuri，　June　6，2㎜
⑬「シドニーオリンピック、日本人選手たちの活躍」（9月25日）。Jeremy
　　Walker，“Tamura　Strikes　Judo　Gold　At　Last．”The　Daily　Yomiuri，
　　September　19，2㎜．／　Jeremy　Walker，“Shinohara　SeUles　for　Silver．”
　　77tε　Daily｝Yomiuri，　September　23，2000．／　Jeremy　Walker，“Takahashi
　　Runs　to　Marathon　Gold．”7he　Daily　Yomiuri，　September　25，2000．
⑭「スヌーピー生みの親シュルツ氏死去、彼の生涯」（10月1日）。Paul
　　A㎜dち　“Sparky　Was　a　Loser．”　Destbry　and　1020ther　Reα1　LijTe　Mysteries，
　　Bantam　BookS，1983．　／　　Michad　Kahn，　“　‘PeanutS’（㎞nist　ShUlz　Dies
　　of　Heart　Attack．”　　〔Reuters〕77ie　New　York　Times，　February　l　3，2000．
⑮「コンピューター社会の落とし穴」（10月22日）。David　Kalish，“With
　　Progress　Come　the　Perils　of　Technology．”　〔Associated　Press〕71ie　Daily
　　Yomi“ri，　December　28，1999．
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⑯「ユニクロ社長柳井氏インタビュー、ユニクロブームの秘密」（11月13
　　日）“They　Dare　Not　Be　Different．”Newswee尾　November　13，2000．
⑰「小学校英語教育導入の是非」（ll月20日）“Students　Should　Start　StUdy
　　of　English　Early，　Panel　Says．”　　〔Kyodo〕　the　Asahi　Evening　News，　June
　　26，2㎜．／“Readers’Fo㎜：What　are　Your　Views　on　a　Proposal　to　Offer
　　English　Lessons　at　Public　P血nary　Schools？”771ee　Daily】lomiuri，　OctotU　30，
　　1999．
⑱「高倉健、10代若者への渾身のメッセージ」（1月15日）Ken・Takakura，
　　“Be　a　Man　of　Perseverance．－A　Letter　to　Teenagers”The　Daily　Yomiuri，
　　November　3，2㎜．
〔資料3〕設問プリント問題一覧（2001年度前期）
　　　　’〔資料2〕の記事トピック番号に対応
①1．“…it・marked・his・transition・ffOm・news・bite・to・a・rea1－life　Person．”とある
　　が、どのような点で、“a　real－1ife　person”であったのか。2．インタビ
　　ューを大方見事にこなした前艦長であったが、筆者によれば一つだけ
　　責められるべき箇所があったという。それは何か。3．キングの前艦
　　長に対する姿勢はどうだったか。4．キングが前艦長をほめた理由と、
　　それに対する前艦長の反応。5．筆者は、キングが冒頭でブッシュ大
　　統領のコメントを取り上げ前艦長をたたえたことに対してどう感じた
　　か。6．“Fo血nately”とあるが、なにが「幸運」なのか。
②1．ボブ・マーレーは自分の音楽に対して、どのような信念を抱いて
　　いたか。2．彼はステージでどんなメッセー一ジを聴衆に伝えたか。3．
　　彼の音楽の歌詞があらゆる人々の心に残るのはなぜか。4．彼のレゲ
　　エ音楽に対する功績はどんなことか。5．彼の社会的良心や慈悲深さ
　　は何によって形づくられたか。6．彼の伝説をさらに増大させた出来
　　事とは。7．彼のアルバム“Exodus”はどのようにして誕生したか。
　　8．彼のガンとの壮絶な戦いについてまとめよ。9．彼の短い命が証
　　明したことは。また、“Don’tbury　your　thoughts，　put　youl　vision　to副ty．”
　　を日本語にせよ。
③1．ユニクロは「GAP」のクローンではない、と氏は述べる。どこが
　　どうちがうのか。2．昔と今の、人々の服の買い方のちがいは何か。
　　3．海外進出先としてロンドンをまず選んだ理由は。4．ロンドンで、
　　ユニクロが受け入れられると考える根拠は何か。5．氏の「ファッシ
　　ョン」についての考え方。6．日本人はより多様になっているという
　　意見について、氏はどう考えているか。
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④
⑤
⑥
1．25歳の男性が犯した犯罪の内容をまとめよ。2．この事件を通し
て、私たちはどのような点に気をつけるべきだと述べているか。3．
出会い系サイトの増加ぶりについて、どのように説明しているか。4．
ネット社会の特徴について、どのように説明しているか。5．出会い
系サイトが若者に人気をよぶ理由の一つとしてあげられていることは。
6．バーチャルな世界が現実の世界に比べて、危険が大きい理由が三
つ上がっている。それぞれを筒潔にまとめよ。7．“lt　is　regrettable　that
peQple　who　are　ignorant　of　this　are　encouraged　to　commit　crimes．”とあるが、
この“this”の内容をまとめよ。
1．トルシエ監督は、決勝に中田が出場せずにフランスに敗れたこと
について、“1　am　disappOinted．”と2ヶ所で述べている。それぞれの理
由をまとめよ。2．トルシエ監督は、中田がイタリアに帰った理由を
どのようにとらえているか。そして彼の選択について、どのような判
断をくだしているか。3．トルシエ監督は、今回のコンフェデレーシ
ョンカップは日本にとって大きな意義のある大会だったと考えている。
どのような点でか。4．トルシエ監督は、日本チームのキャプテンに
ついて、どのような方針をもっているか。5．トルシエ監督は、森岡
についてどのような評価をもっているか。
1．田中外相に対する批判の内容、および批判の出所の特徴をまとめ
よ。2．田中フィーバーにより、日本のメディアに、かつてなかった
二つの現象が述べられている。それらを説明せよ。3．女性セブン副
編集長が語る田中外相の「おばさん的魅力」をまとめよ。4．外相が
田中角栄の娘であることが人気にどうつながっていると藤田氏は見る
か。5．外務省役人が述べる彼女への不満と要望についてまとめよ。
6．自由党の達増氏は、外相の説明矛盾を批判した。その結果、何が
起こったか。7．達増氏は、国民が田中氏を応援する理由をどのよう
にとらえているか。8．評論家の吉永氏は、不景気が沈滞する日本に
おいて、立ち回りのうまい政治家が人々の心をつかむとみる。しかし、
そこにはどんな問題が潜むと指摘しているか。
〔資料4〕課題エッセイー覧（2001年度前期）
　　　　’〔資料2〕の記事トピック番号に対応
①あなたは、ワドル元艦長を英雄視するアメリカのメディアのあり方に
　　ついてどう考えるか。
②あなたは、ボブ・マーレーの生き方、また短い人生の中に残したメッ
　　セージから何を学んだか。
獅
③柳井社長はさらに食品産業への進出をねらっている。あなたは、これ
　　らを含めた氏の考え方や戦略についてどう思うか。
④出会い系ネットの危険への対処策として、あなたならどんなことが大
　　切であると考えるか。
⑤あなたは決勝戦を欠場した中田選手の選択についてどう考えるか。
⑥　　あなたは田中真紀子新外務大臣を支持するか。それとも支持しないか。
　　その理由を述べよ。
〔資料5〕「時事英語」に対する学生の感想の抜粋（1998年度～2001年度）
　　　　°各年度末（2001年度は前期末）に独自実施の授業アンケートより
英語は言語ということではなく、もっと厚みを持つものであることがわかっ
た。／自分の興味ある授業だったので楽しんで受けることができた。／学校
の図書館で英字新聞を読むようになり興味が持てた。／英語の学習法や人間
性について学べたことがためになってよかった。／新聞記事を読んで、言葉
が文化を通じて変化していることを知った。／使った教材のほとんどが面白
く、英語を読むということがそれほど苦痛に感じなかったし、興味を持て
た。／自分の問題意識のなさを痛感した。これからもっと情報を得、それに
ついて深く考える習慣をつけたい。／今までの英語学習は和訳中心であった
が、この授業で違う勉強法があることが分かった。／先生のコメントが新鮮
でためになった。文化や社会の知識は文章理解の手助けになる。／ただ辞書
を引いてひたすらやる勉強でなく楽しみながらできた勉強でよかった。／時
事英語はただ英単語が分かればできるのでなく、社会を知らなければ理解が
難しいことを知った。／英語を勉強したいわけでなく、英語を使いたいこと
を思い出した。
その時考えていることをやっていたので、社会について考えることができ
た。／普段意外と自分の意見を書く機会が少ないことに気づかされた。／英
字新聞だけでなく、日本の新聞ももっと読まなければと実感した。／時事英
語は日常必要な英語の割に難しく感じた。しかし楽しさも知ることができ
た。／僕の英語の考え方や見方を変えてくれた。先生の言葉一つ一つに重み
があり、感動や納得しまくっていた。／この授業から刺激を受け、十分に興
味を持つことができた。／批判的な目を持って、文章や記事（英語に限らず）
を読むことを学んだ。／日頃、時事問題に触れることは少なかったが、この
授業を受けることで、新聞も政治経済欄を見るようになったのでよかっ
た。／国際問題というのは、解決が非常に困難で、いろんなことが混じりあ
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って根深いものであることを知った。／英語を通して何かを得る、というこ
と、これからの自分に役立ちそう。英語は得意じゃないけれど、今後も英語
を自分の日常生活にとり入れていきたい。また簡単にそれができることがわ
かった。／自分がどんな姿勢で英語学習に臨めぱいいのか、真剣に考えるき
っかけになった毎時間の先生の提言だった。
考えるということ、そして意見を持つことは大切だと改めて学んだ。／今ま
での私の英語の勉強のやり方がいかにまずかったか分かったような気がす
る。／自分なりに考え、まとめる勉強ができた。そして英語を学べた。／自
分の英語への取り組み方自体を考えるいい機会になった。／毎日この授業の
やり方で英語を勉強したいと思った。本当に能率のいい勉強法だった。／英
字新聞が英語を読む練習になると同時に、英語で社会の情報を得ると言う方
法、面白くていいなと思った。／この授業にとりあげられたことに対して、
いろいろと考えることができた。／今まであまり考えなかった話題に触れる
ことができて、ためになった。／生きた英語の奥深さが分かった。／英語を
学ぶのはあまり難しくないものだとわかった。自分の好きなものを読むのが
一番よいということ。／いかに私たちが興味を持って勉強できるかを真剣に
考えている、というのが題材選びから伝わってきた。／英語は興味あること
だと勉強しやすいと思った。／普段学べない、生きた英語が身についた。／
興味ある題材はやっていて楽しい。／英語の本当の学び方を理解できた。／
記事の選択が世相を切っていて秀逸だった。／現代の社会現象や問題など幅
広い分野にわたる内容で興味が持てた。この授業を受けなければ決して知れ
ないことを知れた。／「時事英語」という名前の通り、その時々の話題を選
んで作る教材がとてもよかった。
2001年度前期
生の英語を感じられるのがよかった。／他の授業と全く違う。／身近な話題
だと面白いし読みやすくなる。単語を覚える量もぜんぜん違うと思う。／英
字新聞などとても私には読めないと思っていたが、辞書を使えば何とかなる
ことがわかった。／これまでで一番興味を持てた授業だった。／田中真紀子
さんの記事によって政治に関心が持てた。／今起こっていることを読んだの
で、興味深く読めた。／日本の新聞では知られないことを知れ、いろいろな
情報を得ることができ、大変興味深かった。／自分もそういうトピックを見
つけられたと思う。自分の興味あるものを読むというのはとてもよいことだ
と思う。／興味のある内容の時には、単語の意味も頭に入っていい。／英字
新聞の読み方以外にも、社会問題、様々な人の生き方なども学べとても楽し
く勉強になった。／視野が広がっていく、そんな感じがする。
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註
1）　拙稿「コミュニケーション論再考一人間の顔をしたコミュニケーショ
　　ン教育に向けて一」T敬和学園大学研究紀要」第9号、2000年。
2）　拙稿「コミュニケーション論再考皿一G・H・ミードの「創発的内省性」
　　を基軸にして一」r敬和学園大学研究紀要」第10号、2001年。
3）　「時事英語」の授業は国際文化学科の学生も自由選択科目として受講可
　　能であるが、過去4年間の登録者数は計5名と少ない。
4）　1999年度卒業生（英語英米文学科）は総数113名（留年5名を含む）の
　　うち87名（77％）が「時事英語」に登録し、うち81名（93％）が単位取得
　　した。また2000年度は、総数123名（留年6名を含む）のうち102名
　　（83％）が登録し、うち91名（89％）が単位取得した。
5）　再履修者が今年度3名いるがその数は登録者の人数に含まない。
6）　拙稿、2000年、179－182頁参照（多くの学生が「コミュニケーション
　　能力」を「会話能力」と同一視している傾向を指摘している）。
7）　拙稿、2000年、184－186頁参照。
8）　拙稿、2000年、186－188頁参照。「言語パロール説」に基づく英語コミ
　　ュニケーション論についての説明は、近江誠r英語コミュニケーショ
　　ンの理論と実際一スピーチ学からの提言』研究社出版、1996年、1－
　　106頁参照。
9）　「パロ・一一一ル」と「ラング」の説明については、近江誠、前掲書、90－93頁参照。
10）近江、前掲書、48－49頁参照。
11）近江氏は、「レトリック」を「コミュニケーション目的を達成するため
　　に取ることが可能な手段」と定義し、「メッセージの発信者と受信者と
　　の間に、言語ならびに／あるいは非言語を使って展開される目的達成行
　　為」が「レトリカル」なコミュニケーションである、と解説している
　　（近江、前掲書、39頁）。
12）「英語を読むコミュニケーション」（「レトリカル・リーディング」）の
　　説明については、近江、前掲書、48－63頁参照。
13）　「批判的味読」の説明については近江、前掲書、53頁、ならびに拙稿、
　　2000年、187頁参照。
14）近江、前掲書、53頁。
15）「英語を書くコミュニケーション」（「レトリカル・ライティング」）の
　　説明については、近江、前掲書、65－70頁、ならびに拙稿、2000年、
　　187－188頁参照。
16）拙稿、2001年、222－223頁参照（日本語を利用して学生にエッセイを
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　　書かせることの意義を、別の角度から述べている）。
17）無記入は、回答者がアンケート項目を見落としたことによると考えら
　　れる。
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